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研究成果の概要（和文）：このプロジェクトは、過去に十分な記述がなかったダパ語の諸方言の実情を初めて明
らかにした。まずダパ語方言の現地調査を行い、ドキュメンテーションを進めた。一次資料と二次資料を含む15
方言のデータについて対象語彙集を作成した。これらのデータに基づいた地理言語学的分析を行い、ダパ語の方
言群が北部、中部、南部の三つに分類でき、かつ、それらが方言連続体をなしていることを具体的に示した。さ
らに、メト方言について一次資料を用いて記述的研究を進めた。特に、主題化、体言化、人魚構文、証拠性、否
定、方向接辞などについて詳細な分析を行った。これらの成果は学会発表、学術論文の形で公開した。

研究成果の概要（英文）：This project has yielded groundbreaking insights into dialects of the nDrapa
 language, which were previously undocumented. We conducted field research and advanced the 
documentation of this language. We compiled a targeted vocabulary collection for 15 dialect variants
 from both primary and secondary sources, laying the groundwork for further linguistic analysis. 
Through geolinguistic analysis of the nDrapa dialects, we have classified the dialect groups into 
three main regions: southern, central, and northern. This classification also revealed a dialect 
continuum within these regions. Additionally, using primary sources from the Maetro dialect, I 
conducted descriptive studies on several linguistic features of this language. These included 
topicalization, nominalization, mermaid construction, evidentiality, negation, directional affixes, 
evidentiality, and classifiers. 
We published these results through academic conferences, journals, and paper collections.

研究分野： 言語学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
ダパ語は消滅の危機に瀕する言語の一つだが、過去に十分な研究がされていなかった。このプロジェクトでは多
くの方言を初めて調査し、その方言の話される場所と語形式を分析することにより、方言区分とその形成過程を
明らかにした。このことは、言語文化の多様性の記録という重要な意義がある。また、方言形成過程を明らかに
したことで、歴史的研究にも寄与する。
さらに、このプロジェクトではダパ語メト方言の文法現象を詳しく分析した。これは言語文化の多様性の詳細な
記録につながるとともに、人間言語の特性を明らかにしようとする言語類型論の研究および広域の地理的分布か
ら言語特徴の広がりの歴史を研究する地理言語学的研究に寄与する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
(1) 研究対象について 
本研究課題が研究対象とするダパ語（ISO 639-3: zhb）は、中国四川省道孚県南部から雅江県北部
にかけての地域で話される言語である。系統上の位置づけには議論の余地があるものの、主要な
先行研究においてシナ＝チベット語族チベット＝ビルマ語派チァン語支とされていた。話者数
は約 8,000 人から一万人程度と推定される。書記体系はない。ダパ人の一部は通い婚など独特の
文化を保持しており、近年、文化人類学的観点から多大な関心が寄せられている（馮 2010 など）。
しかし、ダパ語は、ダム建設による移住や急速な漢語化など、社会的環境変化に伴い、消滅の危
機に瀕している。 
(2) 当時の研究状況について 
研究開始当初、一般に、ダパ語の方言は道孚県内で話される北部方言群（ダテ方言）と雅江県内
で話される南部方言群（ダメ方言）に分かれると考えられていたが、その妥当性は検討の余地が
あった。ダパ語が話される地域には 45 の村が存在し、村ごとに方言差異がある。当時までに初
歩的な記述が刊行されていたのは、南部方言に属するウェト方言（龔 2007）、北部方言群に属す
るダト方言（黄 1990, 1991, 2009; 黄主編 1992）、メト方言（白井 2013 など一連の拙著）で、い
ずれもそれぞれが一つの村の方言を対象にした研究であった。このほかに、北部のディル（グィ
ッデ）方言の音声・音韻に関する報告（鈴木 2006）、黄陽氏（中国・西南交通大学）が実施中で
あった、南部のサショ方言の記述研究（未刊）があり、また、申請者がこれまでに基礎的調査を
行った、南部のニャト方言、北部のカラケ方言などの資料の一部が、白井 (2018)などにおいて公
開されている。しかし、研究開始当初までに公刊されていた資料は、簡単な文法概説、語彙集、
少量のテクスト、もしくは類型論的個別テーマに沿った研究成果であり、包括的なレファレン
ス・グラマーは出版されていなかった。また、上記以外の方言の資料は基礎語彙を含めて発表さ
れたことがない。そのため、45 の村の方言が、純粋に言語学的観点から、どのように分類され、
また、どのように形成されたのか、解明するに足る資料の収集自体がなされていない状況であっ
た。 
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２．研究の目的 
本研究課題では、[1] ダパ語方言資料のドキュメンテーション、[2] ダパ語文法の包括的記述、

[3] ダパ語方言の歴史的形成過程の解明、の３つを主要な目的とした。 
[1] ダパ語方言資料のドキュメンテーションについては、各村方言の現地調査を行い、基礎語

彙、基本例文データを収集する。これらのデータに基づいて Swadesh による基礎語彙 100 語の
対照語彙集および語釈付きテクスト集を複数の方言について作成する。語彙数を可能な限り拡
充するほか、ダパ語において方言差異の出やすい語彙を抽出して、[3] に向けたリストを作成し、
現地調査による一次資料収集を実施する。将来的に 45 村すべてについて語彙データを収集し、
音韻分析を行って整理した上で公開することを目指す。テクスト集については、現地調査で収集
するほか、メト方言やニャト方言等について過去に収集した未公開のテクスト資料を、方言対照
の観点も含めて分析した上で公開する。 
 [2] については、ダパ語メト方言の文法調査およびテクスト資料収集を実施し、全容を記述す
る参照文法を作成する。また、[1]で収集した他方言の資料にもとづき、メト方言と対照する形
で、方言間の文法差異についても分析と記述を行う。また、研究協力者の黄陽は南部サショ方言
に基づく参照文法を執筆する。 
 [3] については、まず、[1] で得られた資料から、語彙・文法を含む言語特徴の地理的分布を



明らかにする。その上で、地理分布と比較言語学的分析にもとづき、方言区分を明らかにする。
さらに、地理言語学的分析を行い、方言分布の形成過程を解明する。 
 
３．研究の方法 
[1] ダパ語方言資料のドキュメンテーションについて：4 年間の研究期間を通して現地調査を実
施し、ダパ語が話される 45 村のうち、可能な限り多くの村の方言資料を収集する。ただしこの
現地調査は、新型コロナウイルスによるパンデミックおよび現地情勢の影響で規模を縮小せざ
るを得ず、可能な範囲で実施することとした。調査内容は、当初は基礎語彙を中心とすることと
した。それぞれの方言の音韻分析を行った上で、対照語彙集を作成する。このほか、将来的には
対照例文集および語釈付きテクストの作成を目指す。 
[2] ダパ語文法の包括的記述について：申請者がこれまでに収集してきたメト方言資料を精査し、
文法記述に着手する。なお、文法の全容を解明するために必要な追加資料を現地調査で収集する
こととしていたが、パンデミックおよび現地情勢の影響で実施できなかった。 
[3] ダパ語方言の歴史的形成過程の解明について：[1] で収集した方言資料にもとづき、方言特
徴の地理的分布を描画する。この作業に当たっては 45 村すべてについて資料がそろっているこ
とが理想的であるが、全村方言の資料を収集するには相当の時間がかかることが予想されるた
め、本研究課題の期間内には、主要方言の資料にもとづく試作版を作成することになる。この試
作版言語地図にもとづき、方言区分の検討を行う。さらに、地理言語学的分析を試み、歴史的形
成過程解明に道筋をつける。 
 
 
 
４．研究成果 
[1] ドキュメンテーションの前提と
なる現地調査には上述のとおり予期
しない障害が発生したものの、研究
協力者であり中国四川省の西南交通
大学に所属する黄陽が中心となって
未調査地点の現地調査を行うことが
できた。日本人研究者は現地情勢の問題が重なったため本研
究期間を通して現地に直接赴くことができなかったものの、
研究代表者の白井および研究協力者の鈴木博之が都市部在
住ないし通信環境が整っているなどアクセス可能な母語話
者に調査を行い、数地点のデータを新たに収集した。現地調
査によって得られた一次資料と先行研究に基づく二次資料
を集約し、図 1 の 14 地点 15 変種の基礎語彙対照表を作成し
た。これらの地点はダパ語分布地域のほぼ全域をカバーして
おり、地理言語学的分析を加えることが可能となる規模であ
る。また、メト方言における方向接辞と動詞のリストを発表
するなど、成果公開も行った。 
 
[2] ダパ語の文法記述については、現地情勢が原因で白井が
メト方言の現地調査を行うことができなかったため、包括的
参照文法の完成を次期プロジェクトに委ねることとした。し
かし過去の資料を精査することにより、複数の項目について
研究を進め、成果を公開することができた。具体的には、主題化、名詞句構造および体言化、人
魚構文、証拠性、否定、方向接辞、証拠性、自己性、類別詞で、いずれも論文の形で発表を行っ
た。また、黄陽はサショ方言の文法書をほぼ完成させ、近刊予定である。 
 
[3] ダパ語方言の歴史的形成過程の解明について、[1] で収集したデータから言語地図を描画し、

地理言語学的分析を行った。その結果、ダパ語の方言群が、南部、中部、北部の三つに分けられ、

かつ、方言連続体を成していることを明らかにすることができた（図 2）。つまり中部の方言は

部分的に北部および南部の方言群と特徴を共有する。また、比較の観点からより重要な境界は中

部方言と南部方言の間に引くことができるが、その境界線は、先行研究で南北境界とされていた

行政区画の境界線よりも南の雅江県内にあり、少なくとも Yiwu よりも南であることが明らか

になった。この成果は国際学会において発表したほか、論文の形で発表した。さらに周辺のチァ

ン諸語を含めた地理言語学的分析にも発展させ、論文の形で発表した。 
 

図 1: 方言分布 
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